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10 月のある日、あんずでは、保護者を対象とした講演会がありました。いつもより子ども達の 

数も多い中、お母さん方は２階のお部屋へ。今日はお昼まで自由に遊ぶ時間にしました。私たちに 

は、ちょっとした心配もありました。“長い時間、遊びが続かず暇になってしまう子はいないか。”

“お母さんを求め、２階に行こうとしてしまう子はいないか”子ども達ひとり一人に嫌な思いをし

てほしくなかったので、どんな遊びやコーナーを準備したらよいか、作戦は練っていました。 

 結論から言うと…、みんなよく遊べていました！所在なく過ごしてしまう子はいませんでした。

大人の働きかけをヒントに、いろいろな遊びに興じていました。 

 いつも帰りにみんなで踊っている体操を、何度も何度も繰り返し楽しむ姿。「もう一回やって」

のサインも少しずつ大きくなっていきました。マットを並べて凸凹を作り、そこを行ったり来たり。

1 人が 2 人になり３人に。いつもは、みんなの輪にちょっとビビり気味の子も、繰り返し取り組む

うちに、一緒に盛り上がって声をあげて楽しんでいました。繰り返しは、スキルの上達を導き出し

ます。最初は怪しいバランス感覚だったのに、少しずつ上手になっていきました。お部屋には、机

の上で楽しめるお絵描きや教材を置き、子どもの興味に添った対応を。しば～らく熱中する子も。

普段ここまで集中するのかな？と感じるほどの入り込みようでした。ちょっとお母さんのことを気

にして階段の近くにいた子のために、シートを引いて居場所を作ると、「お家では、こうやって本

を眺めているのかな」と思わせるほどにリラックスして寝転んで、鼻歌交じりの読書時間。どの子

も自分の場所を見つけて、程よく楽しんでいました。 

もちろん、飽きてくるのですが、少しウロウロすると、新しい場所に行ったり、さっきの遊びに

戻ったり。大人はお膳立てと“きっかけ”を準備するだけで、みんな自分で『次』を見つけていま

した。「何だろう？」「何しているんだろう？」と、モノや人に注目しているみんなの姿に感動です。 

“遊べること”って、簡単そうに見えて、いちばん難しいことです。フリータイムを苦手とする子 

が多く、何か引っ張ってくれるものや人がいないと困ってしまう子は、たくさんいます。 

でも、あんずの今日は違いました。少し遊びのメニューが増えてきて、繰り返しを楽しめるよう

になってきていて、何となく隣の子と“おんなじ”ことをする楽しさも、それぞれに芽生えてきて

いて、ご家庭と一緒に毎回毎週毎月取り組んできたことが実を結んでいる姿を垣間見ることができ

ました。 

 

一見、育ちのトレーニングをしているように見える課題や場面は、魅力的かもしれません。もち

ろん、いろいろ学べますし、積み重ねも見えやすいと思います。しかし、それは、日常の中で自分

の力になってこそ意味を持ちます。“自分の力”とは、子どもの仕事である“遊び”の中に活かせ

たとき、本物になるのだと思います。その子の“遊び”には、その子の力が総動員されています。 

“わかる力”“できる力”“集中力”“試行錯誤を楽しめる力”“まわりを見渡す力”“雰囲気を楽しめ

ること”“「一緒に」を楽しめること”“「できた」「やった」を感じること”等々の塊です。 

 

  お昼までの半日、「え、もうこんな時間⁉」と思えるステキな時間でしたよ。（H３０．１１）K 

 

 


